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OL R.A new species of Genus Orchestina from Japan 


BAS BE Orchestina MOM 1 新種 


大 阪 市 立 大 学 家政 学部 生物 学研 究 室 
KH 良 次 

昭和 27 年 5 日 5 日 (1952) ARKHAM BN ORO Et Orchestina D9 1 個 
体 を 採集 し た が , 8 が 見 られ な か つた こと ヽ , 此 の 属 で は , Epigynum の 部 に 種 の 特 
徴 を 見 出し 難い の で , SSRMOCOLBA Tie, BE (1954) 7 月 13 日 た また ま 前 
記 の 場所 に 行く 機会 が あつ た の で 少し く 入 念 に 採集 し た 所 , ゃ を 9 個体 採集 する と と が 
出来 た 。 此 の 内 と は , Epigynum の 部 低 特 徴 の ある も の も あつ て 十分 成 熱 し て いる と と 
が 考え られ る 。 和 然し , 其 の 理由 十 が 分 に は 判明 し な い が , る が 採集 出来 な か つた と と は 
残念 で , 更に 後 の 機会 に 明か に し た い 。 

本 年 採集 し た 9 個体 の 内 の Epigynum area に よ つ て 最も よく 成熟 し た と 思わ れる も 
の を , Holotype と し て 以下 に 其 の 記述 を する 。 但 し Holotype 以外 の も の も 体長 形態 
色彩 は 殆 ん ど 一 致し て いて 区 別 す る と と が 困難 で ある 。 

Orchestina sanguinea n. sp. 
MA _ アカ ハネ グモ 


Bw: & 1.30(mm) 
頭 胸部 長 0.65 
タク ク 幅 0.45 
一 前 脚 服 節 長 0.60 
少 四 ク ク ク タク 0.65 


色 ©: 頭 胸 部 , OB, オレ ンジ 色 で 胸 甲 の 中 央 部 は 多少 濃 色 で あり , 最後 部 腹 柄 
に 接する 部 に は , MAAR MMOS SCMAICLOTRREDEDbEHS). ERR 
び 下 顎 は 殆 ん ど 同 長 で , その 先端 は 黒色 を 呈し て いる が と れ は 何れ も 黒色 の 毛 を 密生 す 
る 為 で ある 。 

眼 の 周囲 は , 黒 圏 に より 取り 囲ま れる 。 触 肢 前 脚 並び に 続 光 は 何れ も 淡 え レン ジ 色 で 
ある 。 

腹部 は 帯 赤 オレ ン ヂ 色 で , 白 或 は 暗色 の 細毛 を 粗 生 し 其 の 為 後部 は や ヽ 暗 色 を 星 す る 。 
Epigynum area は 褐色 を 呈し, 其 の 前 方 に 入 字 状 を な す 小 隆起 が 見 られ る の は 特徴 
的 で ある 。 開口 部 は 判明 し 難い 。 

形態 構造 : 頭 胸部 は 本 円 形 で 前 方 特に 後方 は や ヽ 舌 る 。 中 央 より や + ゝ 後方 と 最高 部 が 
BO, 従 つ て 前 方 に は ゆる や か に , 後方 に は 急 に 傾斜 する 。 中 高 は 無い 。 額 は 前 方 と 急 
傾斜 し , 基 の 高 さ は 略 中 眼 の 長径 に 等 し い 。 
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6 眼 は 何れ も 白色 , 中 眼 は 他 よ り 
KET, とれ ら の 配列 は , HOBO 
3 特徴 と 全く 一 致す る 。 
胸板 は 心 形 で 其 の 後 端 は , Ae 
節 間 に 伸び 此 の 部 に は 釣 状 に 曲 つ た 
剛毛 を 放射 其 に 生ずる 。 
KDHE CARA CHHL 
FREE CHARER THD. F 
5 BREA CTHORYORSER 
す 。 
歩 脚 は 湾 オ レン ヂ 色 で 淡 灰 色 の 毛 
を 粗 生 する 。 刺 毛 は 見 られ な い CA 
LERE LO CR AE Em Icey 
> い 剛 毛 が 見 られ る )。 
Orchestina sanguinea n. sp. ® 7 OB RBA E < bs, 此 の 
1. 背面 2. ME 3. 胸板 及び 日 器 属 の 特徴 を 共 す 。 此 の 肢 端 に ある 対 
em NSR 爪 は 4 BO MAS OF = Micra was 
な い 。 
腹部 は 軟 か く 球 形 を な す 。 前 更 は 円 筒 形 , GEE CHER. PREACH 
る 。 
fe 考 : 此 の 属 の も の で 日 本 産 と し て 報告 され た も の は , O. nipponica Kishida が あ 
る が 学名 の み で 記載 な く , 比較 する と と が 出来 な い 。 外 国産 と し て は , 筆者 の 知る 範囲 
で は 
米国 産 O. saltitans Banks, OO. utahana Chamberlin and Ivie O. moaba 
C.and I. 
の 3 種 で ある 。 
O. saltians は 室内 性 の も の で あり , Epigynum area に は 硬化 し た 縦 の 狭い plate 
が ある 点 は 本 種 と 異 つ て いる 。 な お 胸 甲 の 斑紋 も 相違 が 見 られ る 。 
O. moaba 及び O. utahana の 記載 は 簡単 で 十分 の 検討 が 出来 な い が , 習性 形態 は よ 
< 類似 す る も 色彩 は 本 種 より も 淡色 で あり , 頭 胸部 後方 と 血 紅色 の 斑紋 が な いよ う で あ 
So FIC epigynum area の 形 並び 区 対 爪 の 歯 数 は 明か に 相違 し て いる 。 
Orchestina sanguinea (xf LORA LO, 和 名 は その 習性 か ら 命名 し た 。 
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Orchestina sanguinea n. sp. 


Locality and Date: 
Takawashi, Osaka Prefecture. May 5, 1952 19 


4 ク July 13, 1954 1 e(Holotype). 
Measurements : 
Length 1.30 mm. 
Cephalothorax length 0.65 » 
ク width 0.45 » 
-Femur I 0.60 » 
IV 0.65 » 


Color: The cephalothorax and mouthparts are orange. The central region 
of the carapace has a blood-red marking. The tip of the chelicera and endite 
are black in apearance, that is because the claw of the chelicera is covered 
with black hair. The chelicera and endite are almost the same in length. The 
black spot is around the eyes. 

Palpi, legs and spinnerets are pale orange. 

The abdomen is reddish orange and wears white or gray hair, therefore 
the hind part of it is blackish. 

The epigynum area is brown and the hump like へ is in front of it. 

Structure: The cephalothorax is oval, its length is longer than the width; 
rising at a little to the rear part of its half; a gentle slope forward; sharp 
descending backward from the rising part. There is no median depression. 
The clypeus slopes forward and its width is as long as the diameter of a 
median eye. 

Eyes are six and all light. Median eyes are larger than the others. The 
eyes are arranged characteristically of this genus. 

The sternum is heart shape and its hind part is prolonging into the coxae 
IV, there are several curved spines in radical form. The long conical 
chelicera projects forward and the slender endite is as long as chelicera and 
triangular labium is half as long as endite. 

Legs covered with the grayish hair, are rather slender and of moderate size, 
and spineless. The swollen hind femur.is characteristic of this genus. The 
paired claws at the tip of IV, have 4 teeth and the third claw has none. 

The abdomen is soft, elevated and nearly round in shape. The cylindrical 
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anterior spinneret is as long as the conical posterior and the median small. 

Remarks: Only one species of this genus has been known in Japan and 
named O. nipponica KIsHIDA but not described; and 3 species in America; 
O. saltitans BANKS, O. moaba CHAMBERLIN & ITVIE and O. utahana CHAMBERLIN 
& Ivie. This resembles the 3 above mentioned in general apearance, but 
O. saltitans is most commonly found inside buildings, and O. moaba and utahana 
are much lighter in color than this. And the most remarkable differencesare 
the marking of the carapace, the structure of the epigynum area and especially 


the numbers of the teeth of the paired craws. 
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後記 ESAT RICOOE, ALS ARDS AN Thek 
を 以 て バト ン が 大 阪 に 渡さ れ , £5P<1441 5. UCHR CMR ER 
行 出来 る 運び と な り ま し た 。 

戦時 中 又 戦 後 の 出版 の 最も 困難 な 時 期 を と と まで 会 を 持ち つ ヾ さけ られ た こと と は 会 
員 諸 氏 の 御 支 援 と 叉 高島 春雄 氏 の 御 苦労 に よる も の で 改め て とこ ヽ に 感謝 の 意 を 表し 
ます 。 

又 今 回 の 編集 に 際 し まし て は 植村 利夫 氏 , 関口 晃一 氏 の 労 に お う 所 多く , と と に 
両氏 に 厚く 御礼 申し 上 げ ま す 。 M? EARO SEL CREME S SEL 
カカ 下さ らん こと を 切 に お 願い し ます 。 
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